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　バレーボール全日本チームの中核を

担う中央大学の石川祐希選手（法３）

＝191㌢、84㌔＝が、世界最高峰と

称されるイタリアのプロチームで再びプ

レーする。前回同様、大学に籍を置

いたままの短期留学だ。
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　記者会見の７月８日は、中大の

創立記念日で石川選手の新たなス

タートと重なった。酒井総長・学長

は「再出発の日と位置づけながら、

イタリアで飛躍して帰ってきてほし

い」とエールを送った。

酒井総長・学長からエール

　注目の石川選手の記者会見とあって、マスコミ各社から

26社・48人が集結した。発表後の質疑応答では記者７人、フ

リーライター１人が質問した。このほか学内メディアの中大

スポーツ、本誌学生記者からも手が挙がった。

　石川選手は記者会見、質疑応答、個別取材、写真撮影と相

次いでスケジュールをこなし、約１時間半、大忙しだった。

集結、マスコミ26社・48人
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　会見場の受付にバレーボール五輪で活躍した中大選手のパネルが並べられた。1964年東京

大会で「銅」、68年メキシコ大会「銀」、72年ミュンヘン大会「金」へと続くメダルロード。

　東京の森山輝久選手、メキシコの白神守、小泉勲、木村憲治、横田忠義、嶋岡健治、三森泰明

各選手。ミュンヘンの木村、横田、嶋岡各選手ら往時のプレーが、よみがえったかのようだった。

　会場入口手前には2016年リオ五輪出場５選手の紹介パネルも。石川選手もいずれは、こうし

たパネルに名を連ねるのだろう。

中大五輪選手パネル展示
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本間友理香（法学部１年）

学生記者
文＆写真

◆取材を終えて　学生記者５人
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内藤伊音（商学部２年）

学生記者
文＆写真
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森真優（法学部３年）

学生記者
文＆写真
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佐藤檀子（法学部３年）

学生記者
文＆写真
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